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青木夕佳さん（29歳 学生）

この春まで法律事務所に勤めていましたが、今
は手話通訳になる勉強をしています。パソコン

は会社で文書を書いたりメールをやりとりしたりする程度だ
ったのですが、4月に自分のパソコンを購入しました。

企画・構成 KAPS

細谷知子さん（29歳OL）

コンピュータのマニュアル関連の翻訳をしている
会社に勤めています。パソコンは趣味でもやりま

すし、もちろん仕事でも使っています。

西岡郁夫（にしおか・いくお）氏

インテル株式会社

代表取締役会長

工学博士

今月の質問する人

今月の質問に答えてくれる人

箱石望さん（28歳 フリーライター）

仕事は、音楽誌のインタビュー記事などが中心
です。パソコン歴は1年半ぐらい、インターネッ

ト歴は半年ぐらいですが、まだよちよち歩きといったところ
です。

あの「インテル入ってる！」のCMで一躍お茶の間に名が知れ渡ったイ
ンテル。でも、どうしてさまざまなメーカーのCMに出てくるのか？いっ
たいインテルが入っているとどうなのか？ 今月もビギナー読者3人が、
大胆不敵な質問をぶつけてみた！

：インテルのCMに出てくる人は

みんな宇宙服みたいなのを着ていますが、

あれはどうしてですか？本当にあんなの

を着て働いているんですか？

：半導体を作るには、ホコリは厳

禁です。たとえば液晶などは作っている

過程でホコリが付着すると、画面のとこ

ろどころに表示できない部分が出てきて

しまうんです。だから製造過程でゴミや

ホコリを徹底的になくさなければいけな

いんですね。そのために工場に入るとき

にはあの宇宙服みたいな防塵服を着ま

す。あの服はものすごく清潔に管理され

ているんです。でも、単にあの服を着れ

ばいいのではなくて、タバコを吸う人は

入室禁止だし、そこで働く女性も入室

するときはお化粧は一切していません。

空気を汚すという理由からです。それだ

け厳重に管理されているんです。

ところでみなさんは「インテルは部品屋

さんなのに、どうして一般向けのテレビ

CMをするの？」って思うでしょ？それ

には「エンドユーザーにもインテルとい

うブランドを知ってほしい」という願い

があるんです。「パソコンに『in te l

inside』というステッカーが貼られてい

たら安心ですよ」というイメージを定着

させたいんです。でも、自分の会社の

CMなら、どこだって自社の製品がいい

って言うに決まってます。だから第三者

であるパソコンメーカーに、『intel inside』

と入れてもらったんです。第三者に宣伝

してもらうというのは説得力があります

からね。たぶんそういうCMをやってい

るのはインテルぐらいでしょうね。

でも、日本でこういうCMを流すのはと

ても難しかったんですよ。「1つのCMの

枠の中に2つの会社の説明をされては実

際にどちらのCMなのかがわかりづらく

なる」と反対されたんです。でも僕らは

「しかしインテルプロセッサは、あくまで

PC内の部品の1つということで、心配

されるような混乱を招くことはないので

はないだろうか」と主張したんです。そ

れでようやく実現にこぎつけたという経

緯が、あのCMにはあるんですよ。

：パソコンメーカーに『inte l

inside』と入れてもらう場合、お金のや

りとりはどうなってるんですか？

：それは企業秘密ですよ（笑）。

QあのCMの謎が
知りたい！

：お仕事以外では、インターネットをどんな風

に楽しんでいらっしゃるんですか？

：僕はノートパソコンをいつも持ち歩いているん

ですが、主として電子メールが目的です。仕事中心で

すが、それ以外にも、たとえば海外出張中に娘から相

談事のメールが来たり、デジタルカメラで撮った写真を

メールにくっつけて送ったりしています。

皆さん、デジタルカメラはお持ちですか？とても簡単

で楽しいですよ。そうだ、皆さん、ちょっとくっついて

くれますか？

（デジタルカメラを取り出し、3人の写真をパチリ）

ホラね。簡単でしょ？いま撮ったものをそのまま貼り

つけて誰かに送信したり、デスクトップの壁紙に使った

りできる。僕のデスクトップにはデジタルカメラで撮っ

た愛犬コウスケの写真を貼っています。

それから僕は囲碁※が好きなので、インターネットでよ

く囲碁を楽しみます。そこにはいろんな国の人たちがい

つも来ていて、リアルタイムで対局しているんですよ。

対戦するには、待っている人に申し込んで、相手がOK

するとすぐ対局できます。それに他人が打っているのを

ただ見ているだけでも、すごくいい勉強になるんですよ。

こんな面白いアプリケーションソフトはないですよ。僕

は久しぶりにパソコンの前で胸がどきどきしました。

※WWGo インターネット囲碁対局
jhttp://www01.tjsys.co.jp/jp/

Q西岡会長の
インターネットライフは!?
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今日参加されたみなさんは、初心者と言いつつ、パ

ソコンにとても興味を持たれていましたね。みなさ

んとこのようなお話ができて、僕もとても楽しかっ

たです。

コンピュータに関して、世の中には食わず嫌いの人

もたくさんいたりするんですよね。単に仕事をする

ためだけの道具だと思ったら、やはりつまらない。

だから、パソコンをもっと自分に近付けていったら

いいと思うんです。まず一番手ごろな第一歩は、デ

ジタルカメラ。これはほんとにオススメです。とにか

く簡単で面白いですから、そういう楽しいことから

どんどん始めていってほしいですね。

：これから先のパソコンについて、西岡さ

んはどんなイメージをお持ちですか？

：これからのパソコンは、人間にとってよ

り自然なものになっていくと思います。今のパソ

コンは、人間の優秀さにはまだ全然追いつけませ

ん。たとえば廊下である男性とすれちがって「あ、

この人素敵だなぁ」って思うと、人間は一瞬で判

断ができますよね。でもパソコンの場合は、まず

映像を取り込んで、画像情報の中から顔の位置

を判断して、目と顔との面積の割合や、鼻や口の

形など、複雑な計算をしなければなりません。パ

ソコンがこうした人間のマルチメディア能力に追

いつくのはまだまだ難しいのです。だから将来、パ

ソコンをより人間に近い優しいコンパニオンにす

るために、もっともっとMPUの性能向上が必要

なのです。

また、ノートブック型のパソコンも発達してくる

でしょうね。電話はやっと携帯が当たり前になり

ましたが、パソコンも持ち歩きができて、常に身

近に置いておく方が絶対便利ですよね。だからこ

れ か ら

は、もっ

ともっと

軽く、薄

くなって

くるでしょうね。もしも液晶をパタパタと折りた

たむことができたら、大きさだってもっとコンパク

トになるでしょう。

そして未来のパソコンはもっと人に優しくなると

思います。最近「すごいなぁ」と思ったのが、映像を

音響効果で表現することによって、目の不自由な

方でもパソコンが使えるという技術の開発です。

目が見えなくても、音でマウスの位置がわかるそ

うなんです。この技術は、まだ商品化はされていな

いけれど、そんな風にパソコンはこれからどんどん

人に対して自然になっていくんだと思っています。

：パソコンは確かにおもしろいけれ

ど、高くて手が届かないんです。

：それは正直言って驚きだなぁ。た

った20万円ですよ。あなた方が買わないで

誰が買うの（笑）。あなた方がいちばん可処

分所得があるでしょ？我々からすれば大金

だけれど。

：20万円は「たった」じゃないです

よ！ 3,980円とかだったら迷わず買うんで

すけどねえ。

：今買っても2年後には時代遅れに

なってしまうかもしれないのがつらいところ

なんですよね。

：そこは痛いところだね（笑）。でも

ね、進化するスピードを遅らせるわけには

いかないんだよね。最大限にスピードを上

げて開発していかないと、人類にとって損

でしょ。だって、技術開発のスピードを意

図的に遅らせたていら、今できるさまざま

な楽しいことも、みんなできなかったんです

よ。どっちが幸せかっていったら、やっぱり

いろんなことができたほうが幸せでしょ。た

しかに、買って半年後に新しいものが出た

らがっかりするけど、それはパソコンだけじ

ゃなくてもある話だと思います。でも、パ

ソコンってすばらしいと思うのは、5～6年

前に20万円で買えたパソコンと、今20万

円で買えるパソコンの性能を比べてみてく

ださい。いったい何十倍になったでしょう

か。パソコンというのは、性能は飛躍的に

上がるのに、値段はいつも同じなんです。

そこがパソコンのマジックだと思うのですが、

そのマジックのもとにはインテルがいて、ど

んどんMPUの性能を上げていても、いつも

市場に対してはほぼ同じ値段で投入してい

ます。性能が10倍だから価格も10倍など

とは決して言わない。そういう意味で、パ

ソコンというのはすごくフェアな商品だし、

今の20万円と昔の20万円の値打ちを比べ

たら、むしろ性能は上がっているのに値段

は下がっています。そう考えたら、あまり

憎らしくなくなるんではないですか？（笑）

Qパソコンって
高すぎると思うんです…

西岡さん
いかがでした？まだまだ圧倒的に男性ユーザーが多いパソコン。

パソコンに興味はあってもなかなかとりつきにく

い、わかりづらい、という多くの女性のための

「簡単！」「わかりやすい！」「楽しい！」ハウツ

ーページがこの「My Firstパソコン」だ。

インターネットらくらくマスター術やデジタルを

使いこなすステキな女性の紹介などを、毎週火

曜日更新で連載中。また、本連載の「My First

Question～どうなってるの？」の模様もウェブ

上で紹介している。

もっと見たかったら
ここにアクセス！

女性ビギナーのためのウェブマガジン

My Firstパソコン
jhttp://www.kaps.co.jp/

aインテルが4月15日に発表したPentium®Ⅱプ
ロセッサ（350MHzおよび400MHz版）
jhttp://www.intel.co.jp/

Qこれからのパソコンは
どうなるの？
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